　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆学年研修会の設定

学年会に研修の機会を位置付け，学年研修年間計画を立案し，提示する。

※「OJT実践シート」を活用して，研修の成果を振り返ることも可能である。

※サポート訪問の活用も考えられる。

※研修受講者がいる場合には，その内容と力量構成要素を意識して取り上げ，他の教員の研修構想にも生かす。
◇学年会ショート研修（30分構成）の例

①研修テーマの確認（学年主任）

②受講した研修の概要説明
　（講師：学年メンバー 10分）

③研修受講者の考えに基づき，研修成果を授業づくりや学年運営にどのように生かしていくのか意見交換（15分）

④アドバイス（学年主任　5分）

※概要説明だけではなく，演習を取り入れた研修も効果的である。

■学年会ロング研修（90分構成）の例

　①研修テーマの確認（学年主任）

　②外部講師による研修（85分）
（例）「言語活動の充実」を位置付けた授業づくりについてセンター指導主事の講話と演習。

※教科の指導計画や授業案の作成，模擬授業の演習を取り入れたりすることも効果的である。

　③研修のまとめ（学年主任　5分）
	◆学年の教員へ：構成する教員の希望や年代構成を考慮し，研修テーマを学年の教員と相談するなどして決める。

◆校長・教頭へ：学年研修計画（テーマ，内容）を相談・報告するとともに，学年研修計画に関わる教員の校外研修受講について依頼する。

◇研究主任へ：センター研修以外に市内で実施される予定の「自主公開」「研究校公開」「附属小中公開研究会」「市小中教研の授業公開」等の情報を収集し，提示してもらうように依頼する。研修テーマによっては，現職教育の一環として取り上げてもらう。

■校長・教頭へ：研修に必要な講師等の人材確保や渉外（経費等含め）について依頼する。

◇■校長・教頭へ：学年会研修への参加と，指導・助言を依頼する。




　学年研修の機会を通して，常に授業における指導力向上に


努める学年集団を育てる『学年主任』





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





学年主任１





活用できるセンター研修・訪問研修等





【基本的な研修１】　　　・年次研修


【授業づくり研修１】　　・各教科領域の研修


【トピック研】　　　　　・言語活動研修


【授業づくり訪問】


【サポート訪問】　　　・授業力向上サポート　・学級づくりサポート









